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白衣のフローラ

JudithFarr:22zeGhLdeLnSOfEd wDi'dkinsaLZ

星野 勝利

花巻市郊外の胡四王山に ｢ボランの広場｣と名付けられた庭園があるO山頂の

宮沢賢治記念館のふもとにあるこの庭園には､賢治が設計した南斜花壇と日時計

花壇が造られている｡農学を学んだ賢治が､農学以外の多様な世界に旺盛な関心

を示したことは､山頂の記念館の展示方法にも現れている｡ここでは､詩人や童

話作家として知られる賢治の世界が､環境､信仰､科学､芸術､総合､資料､農

村という7部門に分けて展示されている｡

さまざまな世界に関心を示した賢治が､花や庭園にも強い関心を示していたこ

とは､残された手帳やノートに認められる｡庭園としての ｢ボランの広場｣ は､

賢治が残した FMEMOFROLA手帳』および 『｢MEMO FROLA｣ノート打 こ

記載されたメモに基づくものである｡このメモには､学名やカタカナ表記で記さ

れたかなりの数の植物や花の名前と共に､自筆の挿絵 や設計図などがこまめに書

き込まれている｡

賢治のこのような関心のありかは､詩にも反映する｡7月のイーハト-プの緑

の世界を､詩人賢治は次のように眺める｡｢はんのき｣｢萱｣｢よし｣｢｢アイリス｣

｢アザミ｣｢月見草｣｡賢治の眼は､7月のまぶしい光の中で生きる花や草木の世

界に鋭く注がれる｡

はんのきと萱の群落

さはやかによしは刈られて

今年も燃えるアイリスの花

またわづかにひかる あざみの花

幾重の山なみに雲た なゝびき

月見草の花弁萎む

- ｢詩ノート｣(｢栗の木花さき｣)

賢治と同じように､花や草木や庭園に強い関心を示した詩人が､19世紀アメリ

カにもいた｡アメリカ東部マサチューセッツ州の田舎町アマーストの名家に生ま
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れた女性詩人Emi1yDickinson(1830186)である｡賢治が花巻に生まれる10年ほ

ど前の1886年､55歳で生涯を閉じたこの詩人は､ニューイングランドの面影を

色濃く残すこの小さな町で､人生のほとんどを過ごした｡生涯独身のまま､ひっ

そりと一生を送ったこの女性が生前に発表した詩は､わずかに7編でしかなかっ

た｡しかし､未発表のまま残された約 1800編におよぶ彼女の詩は､現在ではア

メリカの詩や文学を代表するものとなっている｡

彼女の詩には､当時の他の詩人とは異なる際だった特長がいくつかある｡ダッ

シュ表記の多用､大文字名詞の頻用､非文法表記､不規則な韻律､難解な比倫な

どである｡もうひとうの顕著な特長といえるもの､それが花や草木への強い関心

である.自分の家の庭園でこれらと親しく接していたDickinsonは､詩の中でも

これに頻繁に言及する｡自家の庭園で四季折々眼を楽しませてくれる花や植物は､

彼女にとっては､さながら親しい知人､友人､あるいは身内のような存在ではな

かったかと思われる｡

19世紀半ばのアメリカでは､｢自然｣や ｢荒野｣が､現在よりも遥かに身近な

ものとして存在していた｡当時の代表的文化人としてのエマソンやソーローは､

このことについて実に多くのことばを記している｡このような風潮の延長線上に

ガーデニングの流行がある｡当時のニューイングランドでは､特に上流階級では､

ガーデニングが一つのたしなみとされていた｡アマース トの片田舎の

t̀王omestead"と呼ばれたDickinsonの家にも庭園があったO 母や妹とともに幼

いときからこれと親しんだ Dickin80nは､この庭園を"myPuritan Garden"

(p.3)とよび､やがて自分で造った花束を､知人や友人に､折に触れて贈るこ

とになる｡生前のDickinsonは､おそらく詩人としてよりも､むしろガ-デナ-

として知られていたかもしれない｡ちょうど賢治が､詩人としてよりも､むしろ

農業の関係者として知られていたように｡

本書は､詩人Dickinsonのこのような側面に光を当ててくれる.ガ-デナ-と

しての詩人､花や草木と親しく触れあう詩人-これを描き出すことが本書のねら

いである｡具体的には､"apictureofherhortiCulturaltastesandinterestswith

anindicationoftheirbroadextentandapplication"伊re血.ce)を明らかにするこ

とである｡このために著者は､IntroductionとEp止ogueのほかに､次の5つの

視点を用意する｡これが本書の章立てである｡

(1)GardeninginEden

(2)TheWoodlandGarden
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(3)TheEncbsedGarden

(4)The"GardenintheBrain"

(5)GardeningwithEmilyDickinson

巻末のAppendixには､Dickinsonが実際に育てていた花がアルファベット順

にリスト アップされている.これによるとDickinsonは､Am aryus,An emone,

Arbutus,AsterからThllium,Verbena,Violet,Zimi aなど､約70種の花を育て

ていた｡彼女が花を好んだのは､家庭の影響､特にバラを好んだ母親の影響もあ

ったが､彼女が通った女学校 (Am herstAcademyおよびMaryLion'sFemale

Seminary(後のMountHolyokeCollege))での学習の影響もあった,当時の女

学校では植物学 (botany)や園芸学 (horticulture)が女学生のたしなみとして好

まれ､カ1)キュラムにも含まれていた｡Dickinsonはこれに強い関心を示し､進

んで植物標本集 (harberium ) も作製 していた｡特に好んだのは野の花

(wildflowers)-とりわけ"thelndian pipe,violet,gentian,出ti11aria,anemone,

orchis,andlady'sslipper''(p.31)などがお気に入りであった.

Dickinsonは自分の家の庭園を"alittlebitofEden"(p-13)と呼んだという｡

このエデンの園で彼女はさまざまな花と親しむ｡....rose,hyacinth,heliotrope,

buttercup,da銀)dil,tulip,geranium,pansy,sweet-pea,dahlia,daisyJaSmine,

crownimperial,dandelion,woodlily,daylibCanalily....じつに多様である.第

1章 (GardeninginEden)は､2エーカーの広さを持つこの庭園と詩人との関

係､とくに身内や知人一父 Edward,母 Emily,兄Austin,義姉 Susan,妹 Lavinia,

恋愛関係が指摘されるSamuelLerdや0tiSLerd-などとの関係が紹介される｡

これらの人間関係を取り持つ媒介物となった贈り物としての花､その贈り物とし

てDickinsonが好んだ花､その花と花ことばとの関係､花への関心と自らの眼疾

との関係､絵画との関係､とりわけ植物学やガーデニングに凝っていたハドソン

リバー派 (TheHudsonRiverpainters)の画家ThomasColeなどとの関係､ラ

ファエル前派の絵 伊re-Raphaelitepainting)に現れるキスゲの花 (daylily)の

象徴性との関係一序章にして早くも､めくるめく花の世界が広がる｡

以下､第2章 (TheWoodlandGarden)では､野の花との関係がさらに詳し

く紹介される｡棺の中に横たわる姉 Dickinsonに対 して､妹 Lavimiaは､

heliotrope,lady'sshpper,bluevioletの三種の花を手向けたという｡いずれもア

マースト近郊の山野でどこでも見られるような野の花である｡よく知られた

Dickinsonの銀板写真 (ダゲレオタイプ)で彼女が手にしているのは pansy
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(hear tsease)であるという(p.82)｡このことと当時の女性肖像画の一般的構図(管

景は豪著な花園)との関係､野の花こそ最高の題材としたRuskinの絵画観との

関係､Wordsworth,Tennyson,Emersonなどの詩との関係､当時の上流階級の

貴族趣味とDickinsonの野の花好みとの関係.あるいはDickinsonの好みについ

ての一部フェミニス ト研究者の意地悪な見方 (̀Dickinsonlefttheheavier

physicalworkinthegardentothehiredmanandtohersister,Lavinia,while

shefocusedherenergiesontheluxuyofapprehension"'(p.123))｡可隣で清楚

な身近な野の花が､詩人Dickinsonの人となりを知るための必須のアイテムであ

ることを､この章は雄弁に教えてくれる｡

第3章 (TheEnclosedGardeh)では､詩人と庭園との関係が掘り下げられる｡

詩人I)ickinsonにとって2エーカーの庭園は､野の花が咲き乱れる閉じられた空

間であった｡と同時に､遇か南方の世界とも連なる開かれた空間でもあった｡夏

の庭園の木陰でくつろぐ女性を措 く Winslow Homerの絵 meButtedy

(p.144)では､南方から来た渡りの味とおぼしきものが一匹､女性の腕に止ま

っている｡南方の異郷の世界と花園で涼む一人の女性を結ぶ味-この構図は

Dickin80n の詩 の 中 に も現 れ る ("."Butterfliesfrom StDomingo/

Cruisingroundthepurplelme-/Haveasystemofaestheti岱-/Farsuperior

tomine''(p.143))｡一方､1853年に措かれたWalterHowellDeverenの絵 A Pet

(p.163)では､庭園の温室の入り口に掛けられたカゴの鳥に身を寄せる妙齢の女性

が描かれる｡カゴに幽閉されたこの鳥は､庭園と温室に幽閉されたビクトリア朝

中期に生きる女性自身の似姿でもある｡幼い頃から庭園を愛した Dickinsonは､

30歳を過ぎた頃から､ちょうどIndianpipe(アキノギンリョウソウ)(p.16)の

ような白い服を身にまとい､人との交わりを避け､敷地の中に静かに引きこもっ

て生涯を送った.その Dickinsonにとって､生きるための唯一の場所となったの

が､自宅の2エーカーの庭園であった｡

この独身女性詩人の精神世界はどのようなものであったのか｡詩人としての想

像力はどのように働いたのか｡第4章 (The"GardenintheBrain")では､この

ことが追跡される｡WinslowHomerのもう一つの絵AttheWmdow(p.205)では､

野の花を手にして窓辺の椅子に腰を下ろした少女が､出窓に置かれた紅白2種類

のゼラニウム越しに緑の庭園を眺めている｡花園を眺めるこの少女は､庭園を眺

める詩人Dickinsonに他ならない｡観察者としての少女の精神世界は､たとえば

次のリンドウの詩に示される｡バラになれないリンドウ､それでも寒さの中で見

事な紫色を身につけていくリンドウに､はたして自分はなれるのか｡創造者への
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直裁な問いかけは､詩人自身の悲痛な問いでもある｡

GodmadealittleGentian-

Ittried-也beaRose-

An dhiled-andalltheSum merlaughed-

BlltjustbeforetheSnows

ThereroseaPurpleCreature-

ThatravishedalltheHill-

An dsum merhidherforehead-

An dMockery-wasstill-

TheFrostwerehercondition-

TheTyrianwouldnotcome

Unt止theNorth-invokeitT

Creator-ShallI-bloom?

『岩手大学英語教育論集j

(p.187)

川の向こう岸に咲く紫の花｡その花を採るために､大胆に川を跳び越えていく

友達｡越えることができずに一人たたずむ臆病な少女｡次の詩が示すこの少女の

姿も､Dickinsonの在りし日の姿であり､生涯の姿でもあった｡

ⅠdorememberwhenaChild

WithbolderPlaym atesstraying

TowhereaBrookthatseemedaSea

Wi血heldusbyit'sroanng

FromjllStaPurpleFlowerbeyond

Untilconstrainedtoclutchit

IfDoomitselfweretheresult,

Theboldestleaped,andclutchedit,- (p.209)

豊富な挿絵と共にこれらのことを教えてくれる本書は､更なる贈り物を用意し

ている｡第5章 (GardeningwithEmi1yDickinson)はDickinsonが実際に育て
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ていた花の具体的な育て方である｡本書を通して野の花を初めとする草花に興味

を持った読者は､この章を手がかりに､Dickinsonの花を自ら育てることを通し

て直接楽しむことができる｡ありがたいプレゼントである｡

Dickinsonの詩には四季の変化を歌ったものが多い｡それも花を通して歌った

ものが多い｡Epilogue(TheGardenerinHerSeasons)は､これについての充

実した紹介となっている.たとえば､四季折々の世界は､Dickinsonの眼には､

花や植物の世界と重なり合って､次のように映る｡

TheFrostofDeathwasonthePane-

"SecureyourFlower,"Saidhe.

IJikeSailorsfightingwithaLeak

WefoughtMortalibT- (p.265)

WhiteasanIndianPipe

RedaSaCardinalFlower

FabdousasaMoonatNoon

Februaryhour-

MyGarden-liketheBeach-

Denotestherebe-aSea-

That'sSummer-

(p.271)

(p.280)

Thename-ofit-is'Autum n'-

Thehue-ofit,-isBlood-

An A此ery-upontheHill-

AVein-alongtheRoad- (p.287)

著者によれば､詩人Dickinsonは､花の生誕と死と復活の循環の中に､永遠の生

を約束する希望と象徴の証を見たという(̀1nthecycleofherflowers'birth,

death,andresu∬ection,shefoundhopeandsym bolicproofofthepromiseof

etemallife''(p.296))｡17世紀イギリス形而上詩人との類似性が指摘される彼女の

詩は (p.204)､しばしばきわめて難解である｡しかし､多くの挿絵や情報がふん

だんに盛り込まれた本書は､ニューイングランドの片田舎で生涯を閉じたこの詩
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人の内面世界のありようを､新たな角度から映し出してくれる｡詩人と花との豊

かで深い交わり｡難解さを指摘される彼女の詩も､花の角度から眺めると､一段

と親しさが増し､わかりやすくなることは確かである｡

(HaⅣardUniversityPress,2004,ⅩⅤ+350pp-)

(岩手大学教育学部英語教育講座)




